
平成３０年度前期「大野小学校 教育活動に関する評価」について

今年度前期の「教育活動に関するアンケート」への御協力ありがとうございました。このことにつ

きまして、結果の概要をまとめましたので、お知らせいたします。

本校におきましては、本結果を踏まえ、後期の指導をいっそう充実させていく所存でございます。

今後ともお力添えをよろしくお願いいたします。

結果の概要について

◇教育目標【思いやる子・考える子・きたえる子】等を踏まえ、評価項目ごとに数値で表してい

ます。

◇評価「Ａ」は４、評価「Ｂ」は３、評価「Ｃ」は２、評価「Ｄ」は１として算出しています。

評価は、平均値で表しています。

◇各評価項目の具体的な内容は、項目ごとに御覧ください。

１ 教育目標「思いやる子」に関する評価の結果（網掛けは、平均値３未満）

○お子さんは、友達と仲良くし、他人を思いやる心が育っている。

○お子さんは、気持ちの良いあいさつや言葉遣いができている。

○お子さんは、いろいろな仕事やボランティア活動（１～３年生はお手伝い）に進んで取り組ん

でいる。

思いやる心 あいさつと言葉遣い 積極的な行動

Ｈ３０．６ Ｈ２９ Ｈ３０．６ Ｈ２９ Ｈ３０．６ Ｈ２９

児 童 ３．４３ ３．４２ ３．２７ ３．２１ ３．３７ ３．２１

保護者 ３．３３ ３．３７ ３．０４ ３．１１ ３．１５ ３．０４

教職員 ２．５４ ２．６２ ２．３１ ２．４８ ２．７７ ２．５７

保護者の皆様は、「思いやる心」、「あいさつと言葉遣い」の項目が昨年よりわずかに低く評価

されていますが、全項目３以上の評価をいただきました。また、教職員も同様に「思いやる心」、

「あいさつと言葉遣い」の項目が昨年よりわずかに低く評価されています。一方児童は、全項目

昨年度より高い評価になっています。児童は、できていると感じていますが、不適切な言動が見

られた場合は、具体的で理解・納得できる指導をし、自ら気付くことができるように指導してい

きたいと考えています。また、教職員は、児童の様子を御家庭に伝え、共通理解の共に育ててい

く意識で指導に努めます。

学校といたしましては、今後も道徳を中心に据えた学習活動を通じ、他者へのを思いやり、場

にふさわしい言動、自信を持った行動について、保護者の皆様と同じ目標に向かい取り組んでい

きたいと考えています。

２ 教育目標「考える子」に関する評価結果（網掛けは、平均値３未満）

○お子さんは、家庭で学習に意欲的に取り組んでいる。

○お子さんは、漢字や計算などの基礎・基本の力が付いている。

○お子さんは、進んで家庭学習に取り組んでいる。（１０分×学年以上）

○お子さんは、筋道を立てて、自分の考えをはっきり伝えることができる。

主体的な学習 学力の定着 家庭学習 効果的な伝え方

Ｈ３０６ Ｈ２９ 今 回 Ｈ２９ 今 回 Ｈ２９ 今 回 Ｈ２９

児 童 ３．３７ ３．２９ ３．２６ ３．２５ ３．０３ ３．０３ ３．１０ ２．９７

保護者 ２．８２ ２．８４ ２．９２ ２．９９ ２．６６ ２．７７ ２．６７ ２．７１

教職員 ２．５４ ３．１０ ２．１５ ２．７１ ２．０８ ２．７９ ２．００ ２．２４

保護者の皆様は、全項目昨年度よりやや低く評価され、すべての項目が３未満となっています。

また、教職員も同様の結果となっています。一方児童は、全項目昨年度より高い評価になってい

ます。児童はできていると感じていますが、保護者の皆様と教職員は、もっとできると感じてい

ることがうかがえます。

主体的に学び、学力を定着さえるためには、与えられた宿題に終始せずに、興味関心のある事

柄について、自ら学ぶ意欲を育てる必要があります。また、効果的に物事を伝えるためには、理

由や根拠み基づいて物事を伝える力を高めなければなりません。学校では、家庭学習の取り組み

を見直すとともに日常の授業に「対話」を位置づけ、児童の力を高めていきたいと考えています。



３教育目標「きたえる子」に関する評価の結果（網掛けは、平均値３未満）

○お子さんは、何事にも粘り強く取り組んでいる。

○お子さんは、健康に気を付けて生活している。

○お子さんは、安全に気を付けて生活している。

不とう不屈 健康 安全

今 回 Ｈ２９ 今 回 Ｈ２９ 今 回 Ｈ２９

児 童 ３．５０ ３．３４ ３．５６ ３．４８ ３．５２ ３．５４

保護者 ２．８４ ２．８６ ３．１５ ３．２０ ３．２５ ３．２８

教職員 ２．１５ ２．５２ ２．５０ ３．０５ ２．３８ ２．７０

保護者の皆様は、全項目昨年度よりやや低く評価されています。また、教職員も同様の同様の

結果となっています。一方児童は、「不とう不屈」、「健康」の２項目昨年度より高い評価になっ

ています。

保護者の皆様及び教職員の評価では、昨年同様「不とう不屈」の項目が３以下であることから、

今後も、児童のがんばりを認め励まし、様々な活動で粘り強く取り組むことができるように指導

を継続していきたいと考えています。

４ その他に関する評価の結果（網掛けは、平均値３未満）

○学校は、学校便りや懇談会などを通して、教育の方針や内容をわかりやすく伝えている。

○学校は、いじめの未然防止に向け、適切な指導をしている。

○学校は、「学習規律」をしっかり指導している。

○学校は「生活のきまり」をしっかり指導している。

情報提供 いじめ防止 学習規律 生活の決まり

今 回 Ｈ２９ 今 回 Ｈ２９ 今 回 Ｈ２９ 今 回 Ｈ２９

児 童 ３．７８ ３．７３ ３．５７ ３．５４ ３．４３ ３．２９ ３．４５ ３．３５

保護者 ３．４０ ３．４６ ３．２２ ３．３２ ３．３９ ３．４５ ３．４３ ３．４７

教職員 ２．８５ ３．１９ ２．９２ ３．１９ ２．７７ ３．１０ ２．８５ ３．０５

保護者の皆様は、全項目昨年度よりやや低く評価されていますが、全項目３以上の評価をいた

だきました。また、教職員も同様の結果となっています。一方児童は、全項目昨年度より高い評

価になっています。

「学習規律」や「生活の決まり」については、再度点検し、児童の実態を教職員で共有し、健

康で安心して過ごすことができるように、徹底した指導を継続していきます。

また、「いじめは絶対に許されない」という風土を形成し、いじめのない思いやりにあふれる

学校づくりに努めてまいります。

５ 自由記述について

保護者の皆様より、アンケートへの記入とともに、御意見・御要望をいただきましたので、学校

としての見解を述べさせていただきます。

・6年生になってから、毎日、学校へ行くのを楽しみにしていて、家で学校でのできごとや

先生の話をよくするようになりました。このまま、学習も頑張って、楽しい学校生活を送

ってもらいたいです。

・いじめもなく、良い学校だと思います。楽しく通っています。自学が課題。

・4年生になってから。いろいろなことに前向きに取り組めています。

→ありがとうございます。子どもたちに「学校が楽しい」「勉強がわかる」といわれること

は、教職員の大きな励みになります。これからも全ての子どもが楽しく過ごしていけるよ

うに努めてまいります。

→家庭学習につきましては、学校としても力を入れているところです。御家庭での声かけ、

励ましをお願いいたします。



・不審者情報の詳細を知るには、どのようにしたらよいですか? 学校からのプリント

など はないみたいなのですが、前校では、メール配信があったのですが、大野小学校

の保護 者の方はどうしているのですか。

・いじめやトラブルがある時は、連絡してほしいです。

・学校としての取組は、教員個人からの発信となると差を感じます。

→不審者情報については、その都度、文書で全家庭に配布しているところです。また、知ら

ない人について行かないなど、全校児童に継続して指導しています。学校からの配布物も

たくさんありますので、お子さんへの声掛けの上、全てに目を通していただきますようお

願いいたします。

→メール配信については、テスト運用中です。準備が整い次第改めて御案内いたします。

→学校全体にかかわる連絡等は、学校通信でお知らせいたします。学級内の連絡等は学級通

信でお知らせいたします。また、両方を活用してお知らせる場合もございます。今後も保

護者の皆様と連携して教育活動を行ってまいりたいと思います。お子様のことで気になる

ことがございましたら、ぜひお知らせください。

・いじめの未然防止は、「学校は」ではなくて「担任は」ではないでしょうか。学校が

いじめを未然に防ぐのはまず初めに担任がクラスの中で起こっていることを完全に把握

し、その上で学校全体で防止する体制を取るのではないかと思います。担任によって見

立ては違うと思います。その上で最悪な結果にならないように対応してもらえば私たち

親は安心して学校生活を子どもに送ってもらえると思います。

→保護者の方がおっしゃるとおり、子どもたちと一番接しているのは担任です。まず、

担任が子どもたちの変化にいち早く気付き、いじめの未然防止に努めています。トラブ

ル等が起きた場合、事実関係を確認したうえで学級内の話し合いで解決させ、よりよい

人間関係の構築や子どもたちが過ごしやすい環境を整えていけるよう努めてまいりま

す。また、トラブル等は、解決・未解決にこだわらず、担任だけが抱えることがないよ

う、職員全員で共有し、学校として対応しています。ですので「学校は」という表現を

用いています。御理解をお願いします。

・家庭訪問の際にもお願いしましたが、２年生は次年度活動範囲が広がった際のルール

等を学ぶ１年と思います。安全にマナーを守って生活できるよう学校と家庭が共通認識

をもち、一貫して子どもに伝えられる工夫が必要と感じます。

→放課後の過ごし方については、学校としての大まかな決まりを提示し、御家庭に協力

をお願いしているところです。自転車の乗り方や公園の使い方などルールの徹底を引き

続き指導していきます。学校としての決まりを基本として、各御家庭やお子さんの実態

に応じて、自転車の乗れる範囲や金銭の扱い、訪問先でのマナーは、ご家庭で細かなル

ールを作っていただくよう御協力をお願いします。

・１２～１５は、全くわかりません。

→年３回実施しているいじめ調査など、学校で取り組んでいることを学校だより等を通

じ て保護者へお知らせしていきます。


